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弁
護
士
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孝
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き
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損
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コ
ラ
ム

こ
ん
な
と
き
、
ど
う
す
る

！？

回
答

　

保
険
会
社
の
弁
護
士
費
用
特
約
を
使
っ
て
自
分

で
信
頼
で
き
そ
う
な
弁
護
士
さ
ん
に
お
願
い
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
保
険
会
社
か
ら
弊
社
指
定
の
弁
護

士
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
ん

な
こ
と
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
ん
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。弁
護
士
特
約

の
規
定
上
自
分
で
選
ん
だ
弁
護
士
に
お
願
い
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。自
動
車
保
険
に
つ
い
て
い
る

弁
護
士
特
約
は
、
弁
護
士
費
用
を
保
険
会
社
が
負

担
し
て
く
れ
る
保
険
と
な
っ
て
お
り
、
よ
く
誤
解

さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
弁
護
士
特
約
を
利

用
し
て
も
支
払
う
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。弁
護
士
を
入
れ
る
と
保
険
会
社
と
の

交
渉
を
弁
護
士
に
一
任
で
き
る
の
で
患
者
様
は
治

療
だ
け
に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、弁
護
士
特
約
は
保
険
名
義
人（
自
分
）以
外

の
親
族
や
同
乗
者
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。な
お
、
弁
護
士
特
約
は
上
限
が
３
０
０
万
円
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
限
を
超
え
る
こ
と
が

あ
る
か
と
心
配
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

す
が
、
い
わ
ゆ
る
整
骨
院
に
通
院
す
る
ケ
ー
ス
で

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

弁
護
士
特
約
に
加
入
し
て
る
場
合
は
そ
の
保
険

料
を
毎
月
負
担
し
て
る
わ
け
で
す
か
ら
事
故
に
あ

っ
た
場
合
に
使
わ
な
い
と
毎
月
の
保
険
料
が
勿
体

無
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
整
骨
院
へ
の
通
院
を
希
望
す
る
患
者
様

が
弁
護
士
を
選
ぶ
場
合
に
お
い
て
は
、
単
に
交
通

事
故
に
詳
し
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
整
骨
院
の

通
院
に
関
す
る
特
有
の
論
点
に
精
通
し
て
い
る
弁

護
士
を
選
ぶ
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

質
問

2026 年最初のジャパン柔道整復師会通信をお届けいたします。
本年も本誌を通じて、会員の皆様にとって実務に役立つ情報を発信してまいりますので、ご愛読
のほどよろしくお願いいたします。

2025 年は、柔道整復業界にとって大きな転換点となる一年でした。
長年使用されてきた健康保険証からマイナンバーカードへの移行がいよいよ本格的に実行され、
現場では戸惑いや試行錯誤を重ねながらの運用が続いたことと思います。
受付対応の変更、患者様への説明、システムや機器への対応など、日々の施術業務に加え多くの
ご負担があった一年だったのではないでしょうか。

一方で、この変化は避けられないものでもあり、柔整業界が次のステージへ進むための重要な
プロセスでもあります。
制度が変わるたびに現場の負担が先行しがちではありますが、だからこそ正確な情報を早期に
把握し、落ち着いて対応していくことがこれからの院運営には欠かせません。

私たちジャパン柔道整復師会は、これまでもお伝えしてきた通り、

「情報は待つものではなく、自ら取りに行き、正しく理解するもの」
という姿勢を何より大切にしています。
制度改正や運用変更が続く時代だからこそ、会員の皆様が安心して日々の業務に集中できるよう、
実務目線での情報整理と発信を今後も強化してまいります。

2026 年も、会員の皆様とともに悩み、考え、乗り越えながら、
整骨院業界の持続的な発展に貢献できる存在であり続けたいと考えております。
本年もジャパン柔道整復師会を、どうぞよろしくお願いいたします。

ジャパン柔道整復師会スタッフ一同



以前は口コミを広げるために、本を読むなど積極的に学んでいました。ただ、目標を持ちす
ぎると自分が辛くなってしまうこともあるので、今は日々の小さな積み重ねを大切にして
います。長期的には、「気づいたら高い位置に立っている」ような状態が理想ですね。

手稲ゆうき整骨院　上林先生
「自由に話せる場が、次の一歩につながる」

───院経営について、大切にしている考え方を教えてください。

今回の交流会は、自由に情報交換ができる雰囲気がとても良かったと感じました。以前参加
した交流会ではグループごとに固まりができてしまい、疎外感を覚えたこともありました
が、今回は誰でも話に入りやすく、形式ばらずに参加者同士が自然と会話できる点が印象的
でした。

───今回の交流会についてのご感想をお願いします。

「店舗を貸し切って開催する」「お酒を飲みながら交流できる場にする」など、よりリラック
スできる形式も良いと思います。そうした工夫が、さらに交流を深めるきっかけになるので
はないでしょうか。

───最後に、今後の交流会に期待することがあればお願いします。

昨年参加した際に非常に学びが多かったため、今年も参加しました。実践的な話が多く、
自身の取り組みを振り返る良い機会になると感じています。

───今回の交流会に参加された理由を教えてください。

MVV（ミッション・ビジョン・バリュー）について、これまでは難しく考えすぎていま
したが、皆さんとの会話を通じて「自分なりに、すでにできているのかもしれない」と気づき
ました（笑）

───今回の交流会を通じて、気づいたことはありましたか。

別府市が推進する「別府温泉 新湯治・ウェルネス」セミナーに参加しています。「健康大
国」とも言える地域特性と、整骨院事業をどのように掛け合わせられるか、その可能性を
模索しています。

───現在、力を入れて学ばれていることはありますか。

今回は人数が少なかった分、じっくり話ができ、多くの気づきを得ることができました。
とても有意義な時間だったと感じています。

───最後に、交流会の感想をお願いします。

ひのり整骨院　長谷部先生

「自分らしい経営の形を、改めて確認できた時間」

多くの方と交流できたことがとても良く、大きな励みになりました。参加者同士だけでな
く、スタッフの皆さんともお話しできたのが印象的でした。率直な意見交換ができる場は、
やはり貴重だと感じます。

なかつね整骨院　森川先生
「客観的な視点と交流が、

地方での一人治療院経営のヒントになった」
──今回の交流会を通じて、特に印象に残ったことを教えてください。

まずは、自分が整骨院の先生として患者様からどのように見られているのかを知るため、ア
ンケートを取ってみようと考えています。これまで感覚的に捉えていた部分を、あらためて
可視化してみたいですね。

───ご自身の院について、今後取り組んでみたいことはありますか。

経営や考え方の共有だけでなく、技術的なテーマについても、交流会の中で取り上げてもら
えたら嬉しいです。実技や技術の話ができる場があれば、さらに学びが深まると思います。

───最後に、今後の交流会に期待することがあればお願いします。

例年のセミナー形式とは異なり、今年度のエリア交流会は「交流」に重点を置いて開催されました。4 会場それぞれで、立場や地域を越えた対話が生まれ、参加会員の皆さまからは多くの気づきや前向きな声が聞かれました。
本記事では、実際に参加された会員様のインタビューを通して、交流会で得られた学びや想いをご紹介します。

北海道エリア

九州エリア

関西エリア

東京エリア

いつものセミナー形式もとても勉強になりますが、普段はワンオペで院を運営しているため、
同業の先生方と話す機会がほとんどありません。そういう意味で、今回のように直接交流でき
る場はとてもうれしかったですね。セミナー形式については、昨年行われた総会のようにオン
ライン開催にしてもらえると、より参加しやすいと感じています。

───例年のセミナー形式とは異なり、今回は交流に特化した
形式でしたが、いかがでしたか。

会長に会いに来ています（笑）会長とお会いすると、不思議と元気が出るんですよね。

───交流会に参加していただいている理由を教えてください。

ジャパン LOVE でジャパンからの情報も参考にしていますが、それ以外にも常に情報収集のア
ンテナを高く持ち、新しい知識や動向を積極的に取り入れるようにしています。最近は、業務効
率化の観点から AI に関する学習にも取り組んでいます。ワンオペで院を運営しているからこ
そ、限られた時間の中でいかに効率よく作業を進め、時間を生み出していくかが重要だと感じ
ています。あとは、レセコンが音声入力に対応したらもっと楽になるのになぁ…なんてことも
考えています（笑）

───今後、ジャパンに期待することはありますか。

イアス整骨院　大石先生

「会って話せるからこそ、元気をもらえる時間」

北海道

大分 東京

和歌山

▲飲み屋街に立地し、飲食店勤務の方の
来院が多い治療院。ワンオペで無理なく、
自分に合った規模感を大切にされてい
る。

▲人口規模の限られた地域で一人治療院
を運営。客観的な視点を取り入れ、地域に
合った経営を大切にしている。

▲広告に頼らず、自分に合ったペースで
運営する治療院。交流や学びを通じて、
経営スタイルを磨き続けている。

▲常に情報収集のアンテナを高く持ち、AI
など新しい知識も積極的に学び、取り入
れている。

2026年度の開催につきましても、ぜひご期待ください。
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中国/四国/九州

2件

新たにジャパン柔道整復師会にご入会された皆様

ご入会ありがとうございます。

関　   東 

4件

編
集
後
記
編
集
担
当
　二
瓶

昨
年
末
か
ら
全
国
各
地
で
熊
の
出
没

が
相
次
ぎ
、ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
す
る
機
会

が
と
て
も
多
い
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

「
干
支
は
動
物
で
決
め
ら
れ
て
い
る
け

れ
ど
、熊
は
い
な
い
ん
だ
な
」と
、ふ
と
不

思
議
に
感
じ
、「
そ
も
そ
も
干
支
は
ど
う

や
っ
て
決
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
？
」と
調

べ
て
み
ま
し
た
。ど
う
や
ら
干
支
は
も
と

も
と
時
間
や
方
角
を
表
す
た
め
の
仕
組

み
に
、後
か
ら
身
近
な
動
物
を
当
て
は
め

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。調
べ
て
み
た
も
の

の
、
あ
ま
り
ピ
ン
と
来
な
い
由
来
で
し

た
。２

０
２
６
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
昨
年
秋
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
、
各

地
で
エ
リ
ア
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。多
く
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、会
場
は
終
始
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。制
度
対
応
の
話
か
ら
院
運
営
の
工

夫
、
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
ま
で
、

率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
改
め
て

「
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
場
」
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
寒
さ
に
加
え
、
空
気
の
乾

燥
も
気
に
な
る
季
節
で
す
。体
調
管
理
は

も
ち
ろ
ん
、忙
し
さ
の
中
で“

目
の
ク
マ”

が
で
き
て
い
な
い
か
、ご
自
身
の
体
調
管

理
に
も
ど
う
ぞ
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

北海道/東北

2件

はじめまして。令和 7 年 11 月よりジャパン柔道整復師会の入金

管理課に入社しました片桐と申します。10 月までは同部署で

パートスタッフとして勤務しておりました。

入金管理課の業務は各保険者から正しく入金されているか等の

チェック、保険者への問い合わせ対応や融資を受ける会員様の

手続き、精算等の業務を主に行っております。

　11 月からはお問い合わせ対応もさせていただいております。

会員様の今のお困りごとは何なのか、それを解決できる様にしっ

かりとお話を聞くこと、内容を確認することを意識しながら対応

させていただいております。ご利用明細書の見方だけでなく、

申請書の同意日の記載や近接部位についてなど先輩方の対応を

隣で聞きながら、勉強させていただいている毎日です。

　まだまだ至らない点も多くご迷惑をおかけいたしますが、会員様にもご指導ご鞭撻をいただけます

と幸いです。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

スタッフ紹介スタッフ紹介
NEW

次
号
の
発
行
は

4
月
の
予
定
で
す
。

次
号
も
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
！


